































































ま M-r(Ⅲ ｡(t)･Ⅱ'(t‖ XM (4)
ランダムに変動する磁場による摩擦を受けて､スピンは球面上をブラウン運
動する｡しかし､(4)式では正しい平衡状態を記述できない｡
この論文では､ Landauと Lifshiは らによって導入された摩擦項を含む
次のような運動方程式













黒 田 宋 美
自然現糾 こは､確率過程を用いて考貞できる現虫が多くあり,しばしば､フォツカー･
ブランク方程式
OP(x,i)Ot 4品 (02(x,P(x･t,上意(?(x)p(x･t,) (l,
で記述される｡この方程式を鰍 ナば､さまざまな惜軸を得ることができる｡しかし,フォ
ツカー･ブランク方程式を解くことは､拡散項が非線形であったり､境界が特異点である
ときには困難である｡
一方､伊藤型の確率微分方程式
dX(i)=b(X(i))dt+o(X(i))dB(i) (2)
は､フォッカー･ブランク方程式 (1)と同等であり､この式を用いて数値計算をするこ
とは､比蝦的簡単にできると思われる｡そこで本修士的文では､(1)式のままでは解く
ことの困難な確率分布を求めるために､伊藤型の確率坪分方程式を利用して､数値的に解
く方法を確立し､さらに新井法の央当性を吟味した｡
確率微分方程式を用いて数値計算を遂行するには､(2)を差分化したと車､右辺の節2
項目にあらわれる(BLh1-BLk)が､平均が0､分散が(tk'1-th)に等しいGauss分和
に従うことに注目すればよい｡ (B亡k'1-BLk)にGauss乱数を代入して差分方程式を計
算する｡計井回数を多くとれば､時刻tでの確率分布を得ることができる｡
ところで､上述の計算法は､博微分方程式の数佃邪法の1つであるGuLer公式とよく
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